
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日付 　　　　　/ / /

経過 入院 当日 後1日目
　 ･胸のレントゲン

･心電図検査
･採血があります。同時に
点滴のラインをとります。

手術予定時間　（　　　：　　　）
･手術着に着替えます。
・手術前に尿の管を入れます。
･麻酔科にて背中に麻酔の管を入
れます。　（　　/　　）

・朝お腹のレントゲンをとりま
す。その結果で安静解除とな
ります。
･安静解除になり次第尿管を
抜きます。
・お腹の管の消毒をします。

内服
点滴

･内服中の薬があれば申し
出てください。

・午前中から点滴を始めます。
・手術前に麻酔の管から麻酔を開
始します。
・手術後抗生剤の点滴がありま
す。

・抗生剤の点滴があります。

食事 ・夕食まで制限ありませ
ん。

・朝から絶食水分は可です。
・夕食は寝ながら食べられるもの
がでます。

・朝は寝ながら食べられる物
が出ます。
・昼食からは元の食事になり
ます。

安静度
清潔

・安静度は制限ありませ
ん。

･術後3時間してから寝返りをして
いただいてかまいません。　　翌朝
までベット上安静です。起き上がる
ことも出来ません。

･尿の管を抜いてから歩けま
す。はじめて歩くときは看護師
が同伴します。

説明
指導

・手術の承諾書をお持ちの
方は提出をおねがいしま
す。

その他

060340xx03x00x 胆管（肝内外）結石、胆管炎 限局性腹腔膿瘍手術等 処置2:なし 副傷病なし

　《必要物品》
・大き目のバスタオル
・腹帯(２～３枚）　　準備してください。
・前開きのシャツ(２～３枚）

◎保険用書類がある場合は
再診の窓口に提出してください。

経皮経肝胆管ドレナージ　患者様用パス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様
　/　　　　　　　～

後2日目以降
・管の入っているところは3日間消毒し
ますが、それ以降は消毒不要です。汚
染時はガーゼを取り替えます。
・胆汁のパックは引っ張られないように
忘れずに持ち歩いてください。ベットで
は体より低い所にあるようにしましょ
う。
・管のまわりから胆汁がもれたとき、胆
汁の量が急に減っているとき、急な腹
痛があるとき、場合は看護師までお知
らせ下さい。

・手術後1週間したら、刺入部をテープ
で保護し入浴できます。それまでは清
拭のみになります。


